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会社概要

名称 日本リスク・データ・バンク株式会社（The Risk Data Bank of Japan, Ltd.）

代表者 長尾 誠

所在地 104-0045 東京都中央区築地 5-6-10 浜離宮パークサイドプレイス 15階

設立 2000年4月

資本金 3億円

未来を想像し創造する「データアーティスト」
日本リスク・データ・バンク株式会社（RDB）は、すべてのメガバンクを含む21の日本の民間金融機関が、2000年に共同で設

立した、日本で最初の信用リスク管理のためのデータベースコンソーシアムです。参加する金融機関は、自らの融資先に関する
決算情報や信用情報を、匿名化してRDBに提供することで、すべての参加金融機関のデータを含む共同データベースへのアクセ
スが可能になります。各金融機関は、このデータベースを活用して、自らの貸出業務やリスク管理業務、事務管理業務の運用と
高度化を進めています。
RDBでは、この巨大な共同データベースの運用のほかに、自らがこの「ビッグデータ」の利用主体となって、信用リスク評価

のための統計モデルの構築、内部格付制度における統計モデル活用のための分析、内部格付制度そのものの構築のアドバイス、
融資・リスク管理業務のためのシステム開発など、金融機関のリスク管理プロセスの入口から出口までを包含する、多様なソ
リューションを提供しています。
近年では、預金・貸金の残高情報を用いた取引先のモニタリングシステム RDB-DynaMICは、取引先管理の新たなスタンダー

ドとして、銀行、金融当局の注目を集めています。
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ForeVision Group RDBのお客さま －全国に広がるRDBユーザー－
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【メガバンク・大手行など】

あおぞら銀行
新生銀行
みずほ銀行
三井住友銀行
三井住友信託銀行
りそな銀行
農林中央金庫
ゆうちょ銀行
野村信託銀行
住信SBIネット銀行

荘内銀行

北洋銀行
北海道銀行

青森銀行
みちのく銀行

岩手銀行秋田銀行
北都銀行

武蔵野銀行
埼玉りそな銀行

筑波銀行

きらぼし銀行

千葉銀行

静岡銀行
スルガ銀行
静岡中央銀行

名古屋銀行
愛知銀行
中京銀行

大垣共立銀行

山梨中央銀行

第四銀行富山第一銀行
北陸銀行

北國銀行

長野銀行
みなと銀行

百五銀行
三重銀行
第三銀行

関西みらい銀行

中国銀行
広島銀行
もみじ銀行

山口銀行

鳥取銀行

四国銀行

百十四銀行

阿波銀行

愛媛銀行
伊予銀行

福岡銀行
西日本シティ銀行
北九州銀行

熊本銀行
肥後銀行

十八親和銀行

鹿児島銀行琉球銀行
沖縄銀行

東邦銀行

紀陽銀行

ソニー銀行
auじぶん銀行
オリックス銀行
商工組合中央金庫
三菱商事
住友商事
オリックス
JA三井リース
日本政策投資銀行
ほか

福井銀行
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ForeVision Group ４つの特徴 －RDBだからできること－
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民間有志による自律的な運営
RDBは、BPR（Business Process Re-engineering）のために自ら

立ち上がった民間金融機関の共同出資によって設立されたデータベースです。
参加する金融機関は、自らの業務の改善のために、高い意識を持ってデータ
を拠出し、共同で活用しています。
設立趣旨に賛同する金融機関は、メガバンク、地域金融機関のほか、大

手商社、リース会社など多岐にわたり、現在のデータベース参加金融機関は
70を超えています。

大量・高品質のビッグデータ
共同データベースは、多くの金融機関の参加があって初めて、十分な量の

データが確保できます。また、データの品質向上には、単に参加するだけでは
なく、すべての参加金融機関の高い当事者意識が欠かせません。
RDBでは、業態の垣根を越えて自ら手を挙げて参加している金融機関と

協力して、高品質のデータを蓄積しています。貸出先のデータベースは、貸出
や内部格付のための統計モデルの構築・検証等に、幅広く活用されています。

ワンストップ・サービス
RDBでは共同データベースの運営だけにとどまらず、データベースを用いて構

築した統計モデルの提供、金融機関の内部格付制度へのモデルの導入・検
証のアドバイザリー、貸出審査のためのシステム開発・保守など、データベース
の構築と活用、金融機関内部での企画・運用・実践に至るまで、業務全般
をサポートするソリューションを展開しています。
特に、バーゼル規制の内部格付手法を採用する日本の金融機関において

は、ナンバーワンの格付モデルの導入実績を持っています。

業界をリードする「データアーティスト」
RDBは、研究開発型企業として、常に、金融機関のための新たなサービス

の可能性を追求し続けています。
事業法人から個人事業者へ、デフォルト確率（PD）からデフォルト時損失

率（LGD）へ、信用リスクからオペレーショナルリスクへとデータベース領域を
拡大してきました。また、RDBが2008年から提供する「RDB企業デフォルト
率」は、デフォルト率の水準を示す日本のデファクト・スタンダードとして、日銀の
金融システムレポートに掲載されるなど、広く一般に参照されています。

＜DB参加金融機関＞
71会員（2020.12）

メガバンク/主要行 11 行
地方銀行 36 行
第二地方銀行 13 行
ほか 11 行・社

＜事業法人データベースの推移（単位：千件）＞

【準備段階】
データの収集
共同データベース

の提供

【企画段階】
格付制度の構築
統計モデルの提供
格付アドバイザリー

【実践段階】
システム実装

格付システムの提供
計算モジュールの提供

【検証段階】
格付制度の検証

格付制度の検証
パラメータ検証・調整

＜RDBのクレジット・リスク・ソリューション＞
＜RDB企業デフォルト率の推移＞

（https://www.riskdatabank.co.jp/rdb/top/）
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内部格付制度
構築・検証アドバイザリー

TORA（Technical Operational Risk Assessment）
（オペリスク管理高度化サポート）

LGD推計モデル

HALCA
（審査AIモデル）

RIBA
（大企業格付モデル）

RDB C-Voice
（地方自治体データベース）

デフォルト債権回収データベース

オペレーショナル・リスク・データベース

事業法人データベース

個人事業者データベース

DynaMIC LOAN
（審査エンジンモジュール）

Database

Research

Solution

“Credit Research”
“Operational Risk Research”
（会員向け調査・分析レポート）

中小企業クレジット・モデル
（with S&P GMI）

動態・商流データベース

RDB事業法人／個人事業者モデル
（信用リスク評価モデル）

参加金融機関から収集した大量・高
品質のデータは、一部を共同データ
ベース化し、参加金融機関に提供し
ています。共同データベースの活用を
通じて、規模の小さな金融機関でも、
ビッグデータを活用したリスク管理の高
度化や業務改善が可能になります。

参加金融機関から預かった大量データをもとに、客観的・定量的
な分析手法を通じて、各種の分析のほか、リスク管理をはじめと
する様々な分野の統計モデルを構築しています。

金融機関の実務と法規制を熟知したRDBにしかできな
い、実践的かつ科学的なソリューションを、金融機関の
現場に多数提供しています。

＜共同データベースの仕組み＞

データベース

授受データ
還元データ

＜会員向け情報誌 Credit Research>

＜RDBのスコアリングモデル>

大企業

中堅企業

中小・零細企業

個人

中小企業クレジット・モデル

RIBA（大企業モデル）

RDB事業法人モデル

RDB個人事業者モデル

参加金融機関

（匿名化後）

日本SME格付け
（with S&P GMI）

（中小企業専用信用格付）

RDB DynaMIC
（動態モニタリングシステム）

RDB企業デフォルト率

賃料・空室率推計サービス
（アパート賃料推計ツール）

RDBのサービス －金融機関業務の高度化のために－
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ForeVision Group RDB-DynaMIC による”動態モニタリング”の実現

5

※入出金ログを“理論仕訳“ した明細データを作成、様々なロジックの処理結果を格納するデータ構造を保有

（特許取得）

BANK

RDB-DynaMIC
データベース

“使える化”して格納

RDB-DynaMIC システム

• “動態モニタリング”とは、当行内にバラバラに存在する取引データからRDB-DynaMICが “動態情報”を生成して、”足元の業況”や、
”融資先の商流の変化”の認識など、企業の実態を”動的”に把握していくこと

• 決算情報は取引行であればどこの銀行でも入手できますが、他行が絶対に持ちえない唯一の情報が”当行内部の取引データ”

RDB-DynaMIC が生成するデータは行内の情報を活用して、顧客の経済活動を”見える化”するもの

法人
個人事業主

取引データ･口座情報

RDB-DynaMIC
モデル

AI

事業性評価の基礎中の基礎

デフォルトさせない
信用リスク管理

「潜在ニーズ」の発掘
事業承継、M&A

融資の新商品
短期運転資金のリスク管理

DynaMIC
Application

DynaMIC
ローンモジュール

DynaMIC
Vision

地域経済動向の可視化
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本資料に記載されている内容は、2020年12月25日現在のものであり、将来予告なく
変更或いは改訂されることがあることをご了承ください。

日本リスク・データ・バンク株式会社
〒104-0045 東京都中央区築地 5-6-10 浜離宮パークサイドプレイス 15階
https://www.riskdatabank.co.jp/


